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Fig. Cyclic voltammograms of (a) H3Th3CN4
(Q2 nd O) H4Th4CN4 (DCMQ 0.1 M
TBABH4/CH'CI, tscan rate 100 mVs-r ,
reference Ag/AgCl).
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3.プロジェクト成果
今年度の成果は,前年度までの試験的な情報収集を基に,実用化を念頭に置いた課題の絞
り込みに焦点を当てて取り組み,次年度に向けた実働体制を構築したことに在ると言つてよ
い。企業との共同研究契約,北陸産業活性化センターからの助成 (1.か年)支援など,大
いなるジャンプアップに繋がる。また,当該化合物に関連して,新規な電気化学的応用面が
見出されたことも,本プロジェクトの活動が大きく広がることになった。
4.プロジェクト成果の応用 ・効果 ・構想
現代社会生活が光と電子の性質を駆使した製品によつて支えられていることは疑う余地の
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無いところであるが,非接触型機構による情報の書換え媒体色素,また,超小型化及び自在
な成形が期待できる有機薄膜半導体 (FET)など,これらの開発が新しい社会生活を切 り開く
起爆剤になることは言うまでもない。よって,多様な分野 ・業界に連動して,市場に与える
影響は計り知れない。
5。利用施設
質量分析装置 :測S-700,
核磁気共鳴装置 :FT―NMR(600 MHz)
赤外分光光度計 :FTIR-6100(日本分光)
紫外可視近赤外分光光度計 :Ubest V-570DS(日本分光)
などの分子構造決定のための機器設備を利用。
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